別記様式（第４条関係）

会　　議　　録
	会議の名称　　　　　
	平成28年度第１回宍粟市地域包括支援センター運営協議会

	開催日時
	平成28年５月26日（木）　13：30～15：30

	開催場所
	宍粟市役所北庁舎4階　401会議室

	議長（委員長・会長）

氏名
	垣尾会長

	委員

氏名
	（出席者）

垣尾委員、大谷委員、縣委員、春名委員、山下委員、
山下委員、小倉委員、秋田委員、杉本委員、淡井委員、谷林委員、船積委員、堀田委員、河野委員、藤元委員、中塚委員
	（欠席者）

高田委員

	事務局

氏名
	大島部長、志水次長、津村次長、谷林介護支援課長、藤井介護支援課副課長、木村包括支援係長、大谷千種診療所事務長、中野健康増進課長、田路一宮保健福祉課長、田中波賀保健福祉課長、田村千種保健福祉課長、坂口保健師、高田保健師、栗山保健師、取越認知症地域支援推進員、
中川生活支援コーディネーター

	傍聴人数
	０人

	会議の公開・非公開の区分及び非公開の理由
	公開・非公開
	（非公開の理由）



	決定事項
	（議題及び決定事項）

３．宍粟市地域包括支援センター運営協議会

(1)研修　テーマ「地域包括医療とこれからの生活様式を考える」
　　　　　講師：垣尾内科クリニック院長　垣尾武志先生
４．地域ケア推進会議
前回会議で検討された地域課題解決のための具体的な取組みについて
⇒・ケアマネの応援団を増やす
いろんな方が支援する体制づくりをまちづくりにつなげる
・民生委員との交流会で仕事内容、役割をお互いに理解する
・地元の公民館を活用しつながりを深める
・認知症初期診断を受けた方の介護者への支援
　　病院内でサポーター養成講座
　・市民が学習しお互いさまの意識を高める
・相談窓口や集まれる居場所をつくり困りごとが相談しやすい環境をつくる

	会議経過
	別紙のとおり

	会議資料等
	別紙のとおり

	議事録の確認

（記名押印）
	（委員長等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（会議の経過）

	発言者
	課題・発言内容

	縣委員

垣尾会長
事務局
垣尾会長

堀田委員

大谷委員
事務局
事務局
事務局
事務局
縣委員
堀田委員

谷林委員

淡井委員

船積委員

小倉委員
河野委員
春名委員
志水次長
津村次長
事務局

事務局

	１．開会：藤井副課長

２．あいさつ：垣尾会長より
　　　　　　　大島部長より
＜以下、藤井副課長より進行＞
３．宍粟市地域包括支援センター運営協議会

(1) 研修　テーマ「地域包括医療とこれからの生活様式を考える」
　　　講師：垣尾内科クリニック院長　垣尾武志先生

(２)意見交換
薬剤師の役割は？地域の中でどのように役に立てるだろうか？
薬剤師だけでなく、歯科医、ヘルパー、それぞれが各々の役割を果たしながらも狭間はできる。できた狭間を埋められるよう、地域の中で協力できる流れが必要。
普段診察中、患者だけでなく介護者への支援も大切にしてくださっているが、かかりつけ医として介護者への助言や関わりについてお話いただきたい。
介護者は介護しているということを共有してもらえるところがない。つらい思いをしていることを分かってもらえない。苦労を打ち明けられる安らぎの機会になればと思っている。
４．地域ケア推進会議
前回検討された地域課題解決の具体的な取組みについて検討：資料参考
：ファシリテーター(栗山保健師)

　　　　　　　　　　　　　　：板書(坂口保健師・高田保健師)

前回の地域ケア推進会議の振り返り、課題２つを提示
１．介護支援専門員や民生委員・児童委員などから、高齢者に関する情報を地域に出せない

２．家族との関わりが希薄になり、家族の支援が受けられない高齢者が増えている。
ケアマネジャーの専門部会では、民生委員の定例会に専門部会のメンバーが参加し、地域での仕事内容や役割を共有し意見交換などできたらと考えている。
大いに賛成。普段家族からの相談は生活が苦しい、生活保護を…というものが多い。認知症に関するものは隠そうとする。地域のいろいろな集まりに参加しケアマネジャーと情報共有できたらと思っている。
波賀では昨年の定例会で認知症の方への対応方法・接し方について独自の研修会は行った。ケアマネジャーとの意見交換も可能な限り実施したい。
千種でも今後そのような機会が持てたらと思う。
山崎は地域が広くまだまだ取組みができていない。思いに格差もある。行政としても民生委員を始め、地域の方と顔の見える関係づくりの支援をしていきたい。
６月８日に民生委員児童委員定例会でサポーター養成講座を行う。協力員含め109名。一宮のケアマネジャーも参加し、顔合わせし関係づくりしていく。
地域包括ケアの全てをケアマネジャーに任せきりになっていないか。
まちづくりのこと全てケアマネジャーに任せているように聞こえる。
人に押し付けるのではなく、地域でできることを考えられないだろうか。
担うものが多くなってきている。
家族に一番前に出てきてもらいたいがなかなかそうはいかない。民生委員との交流会で地域の方と顔つなぎをして、地域の方に協力してもらいたい。たくさん地域の中で応援団を作りたい。
通所介護の利用者には、週に数回は顔を見るので何かあれば変化に気づく。
認知症状に限らず体調も含め、気づいたら家族やケアマネジャーに伝えている。特に家族が遠方にいる場合はケアマネジャーに窓口になってもらっている。
定期的に訪問するので、変化に気づきやすい。何かあれば一番はケアマネジャーに報告している。急ぎの場合は家族に連絡をとるようにしている。
頼るばかりでなく何か手伝えることを広げていきたい。
数人の手で今見えている症状を抑えても別の問題が出てくる。
たくさんの人で優しく包み込む手を増やす。たくさんの人が関係をつくり、地域をつくる必要がある。そんな応援団づくりに力を注いでもらいたい。
老人会としてはふれあいセンターをできるだけ活用して、人とのつながりを深めていこうとしている。いきいき百歳体操、喫茶など開いている。
山崎の老人会としては定例会を年７回持ち交流を深めている。
できるだけ集まりなどに参加しようと努めている。
認知症初期と診断を受けた方の介護者に対して、サポーター養成講座を病院内で実施しようと企画している。家族の理解を深め、隠さずＳＯＳを出していこうということを強調した内容ができればと思っている。７、８月ごろからできればと企画中である。
地域全体で支えていくために、市民が勉強していくことが重要。
みんなで理解して支え、お互いさまの意識が高まれば、遠慮がちな家族が地域に頼り支援を受けていただけるのではないか。
かかりつけ医など相談窓口があること、またふれあいサロンのような居場所をつくり参加することで、相談事が出てくれば地域が関わりやすくなる。その土壌作りをしていく立場が社会福祉協議会だと思っている。

地域包括ケアの推進を図り、生活支援を通し地域の支え合いに力を入れていかなくてはいけない。福祉という視点だけでまちをつくるのではない。障がい者、こども、高齢者みんながまちをつくっていく、そのひとつの柱として福祉があり、地域包括ケアの構築という課題がある。各部局協力し、まちづくりという視点から地域創生を進めていく、地域包括ケアに取り組んでいくことが大切であると再認識した。ケアマネジャーとも協力していきたい。
地域包括ケアシステムの構築はひとつの行政課題。

地域で安心して暮らせるような地域づくりをしていくには、何より地域のみなさんの意識が大切。それぞれの機関の代表としてこの会議に参加されている皆様には今後ともご協力をお願いしたい。
・介護保険が中心となっている今ケアマネが担っている部分が多い。
今後のことを考えるのはケアマネだけの仕事ではない。ケアマネの応援団を増やす。いろんな方が支援する体制づくりがまちづくりにつながる。
そのためにまず民生委員との交流会で仕事内容、役割をお互いに理解する。
・認知症の理解を生涯学習で取組んでいる。
地域のみなさんの意識が高まったところに、専門家が関わることで意識がまた高まる。自分たちに何ができるかを考えていく。
今後は具体的な取組みを実践してうまくいった事や、出てきた新たな課題について再度みなさんで検討していく。
ひとつひとつできることから積み重ねていきたい。
５．その他、情報交換等

津村次長あいさつ

６．閉会：大谷副会長

終了
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